

























































































































































































（１）“Sputtering”（分担執筆）, “Reactive  Sputter Deposition”, Springer 
②学術論文
（１）「イオン加速グリッドにおけるスパッタリング解析に向けて」












（１）‘Ionospheric plasma convection observed by HF radar network in the northern polar region’,
Hashimoto, K. K., T. Kikuchi, M. Kunitake, K. Ohtaka, S. Watari,, J. Nat. Inst. Inform. Comm. Tech., vol.54,
No. 1/2, p.117-126, 2007.
（２）‘Space weather study using the HF radar in King Salmon Alaska’, Kikuchi, T., K. K. Hashimoto, M.












（１）‘Global DP2 electric field during geomagnetic storm’, Hashimoto, K. K., T. Kikuchi, K., Chapman会議
“Mid-Latitude Ionospheric Dynamics and Disturbances”, （アメリカ）, 2007年1月4日 （連名発表、登壇
者）
117
（２）‘Storm phase dependence of penetration of magnetospheric electric fields to mid and low latitudes’,
Kikuchi, T., K. K. Hashimoto, and K. Nozaki, Chapman会議Mid-Latitude Ionospheric Dynamics and
Disturbances （アメリカ）, 2007年１月５日（連名発表、連名著者）
（３） 「サブオーロラ帯における対流電場の過遮蔽」, 橋本久美子,菊池崇, 石川裕子,大高一弘,国武学,日本地球
惑星科学連合2007年大会（千葉）, 2007年５月20日（連名発表、登壇者）
（４）‘Life time of the shielding electric field during an isolated southward IMF event as observed by
SuperDARN and magnetometer network’, Hashimoto, K. K., T. Kikuchi, Y. Ishikawa, K. Ohtaka, M.
Kunitake, SuperDARN極域短波レーダー国際会議2007（北海道）, 2007年6月8日（連名発表、登壇者）
（５）‘Penetration of storm-time electric field to low latitude’, Kikuchi, T., Y. Ebihara, K. K. Hashimoto, K.
Ohtaka, K. Kitamura, SuperDARN極域短波レーダー国際会議2007（北海道）, 2007年6月6日（連名発表、
連名著者）
（６）“Penetration of storm-time electric field from high latitude to the equator”, 菊池崇, 海老原祐輔, 橋本久
美子, 大高一弘, 極地研シンポジウム　（東京），2007年7月16日（連名発表、連名著者）
（７）‘Stormtime electric fields at high-equatorial latitudes as observed by the magnetometers, incoherent
scatter radar and satellite’, T. Kikuchi, K. K. Hashimoto, A. Shinbori, and B. Fejer,第4回アジアオセアニ
ア地球物理学会（タイ）, 2007年7月31日（連名発表、連名著者）




（10）‘Penetration of magnetospheric electric fields to low latitude ionosphere during storm/substorms as
observed with the IMAGE-equatorial magnetometer array’, Kikuchi, T., K. K. Hashimoto, M. Shinohara,
K. Nozaki, IMAGE磁力計ネットワーク観測国際シンポジウム（ドイツ）, 2007年10月9日（連名発表、連
名著者）
（11）‘Overshielding associated with substorm expansion phase’, K. K. Hashimoto, T. Kikuchi, K. Ohtaka, and
M. Kunitake, IMAGE磁力計ネットワーク観測国際シンポジウム（ドイツ）, 2007年10月9日（連名発表、
登壇者）
（12）‘Penetration of magnetospheric electric fields to the equator during a geomagnetic storm’, Kikuchi T.,



































（２）“Salivary chromogranin A as a measure of stress response to noise,”（共著，第一著者），Noise &
Health, Jul-Sep 2006, 8（32）, 108-113 （2006）※出版は2007年
（３）“The development of Weinstein's noise sensitivity scale,”（共著，連名著者），Noise & Health, Oct-Dec




（２）“Relationship between psychiatric disorder and disturbances of daily life due to aircraft noise exposure,”
Inter-noise 2007，2007年8月28日～31日，於：イスタンブール（トルコ共和国）（連名発表，登壇者）
（３）“Noise sensitivity and subjective health,”Inter-noise 2007，2007年8月28日～31日，於：イスタンブール
（トルコ共和国）（連名発表，連名著者）
119
⑥雑誌
（１）「音環境研究の現在と学融的連携を目指した対話」（共著，連名著者）サウンドスケープ９，25-32
（2007）
⑩講演
（１）「質問紙調査とその研究への応用」（高校2年生対象），2007年３月９日，於：吉備国際大学
（２）「環境と健康の関わりを考えてみよう」（高校2年生対象），2007年６月６日，於：吉備国際大学
村本　茂樹（むらもと　しげき）
②学術論文
（１）「環境ホルモン様化学物質のファイトレメディエーションに関する研究」（単著）『吉備国際大学政策マ
ネジメント学部紀要』第3号（2007年）、79-89
（２）「産業廃棄物堆積場下流の水質変化の推移」―岡山県真備町のケーススタディー（単著）『吉備国際大学
政策マネジメント学部紀要』第3号（2007年）、101-111
⑦新聞
（１）「まちごと大学」（単著）『山陽新聞』、2007年6月19日
（２）「住みよい大学町・高梁に」（単著）『山陽新聞』、2007年11月18日
⑧公開講座
（１）「高梁体験・学習観光における環境を活かしたまちづくり」、2007年2月8日、於：高梁市文化交流会館
（２）「ジュニア優秀者育成の要件」岡山県指導者サミット、2007年月4日、於：サンピーチ岡山
⑪その他（出張講義）
（１）「合宿型実践活動によるスキルアップ効果」第２回高梁学園学術カンファレンス、2007年3月９日、於：
九州保健福祉大学
（２）「水環境からのサイン」岡山県立矢掛高校、2007年2月4日
森　一憲 （もり　かずのり）
②学術論文
（１）「中国現代法における固有法の影響」（単著）『吉備国際大学政策マネジメント学部研究紀要』第3号
（2007年）、113-119
⑩講演
（１）「日中の会社法・証券法（金融商品取引法）からみた株主の知る権利」、2007年9月22日、於：上海交通
大学（中国上海市），アジア法研究会（会員は日本法を研究している中国人学者・弁護士）にて
森野　真理（もりの　まり）
①著訳書
（１）「第10章　野生動物リスクの評価・管理事例」（分担執筆）、『生態環境リスクマネジメントの基礎』（オ
ーム社）129-140
（２）「第４章　リスクマネジメントの基本手順」（分担執筆）、『生態環境リスクマネジメントの基礎』（オー
ム社）43-54
120
②学術論文
（１）「林業関係者の意識が森林管理に及ぼす影響」（共著、第一著者）『吉備国際大学政策マネジメント学部
紀要』第3号（2007年）、111-117
③報告書
（１）「森林利用の分布特性と管理主体に注目した森林管理放棄の要因分析」（単著）財団法人　八雲環境科学
振興財団「研究レポート集」8（2007年）、20-27
（２）「屋久島を例とした猿害発生リスク評価」（共著、第一著者）文部科学省21世紀COEプログラム『生
物・生態環境リスクマネジメント』成果報告書、横浜国立大学大学院環境情報研究院（2007年）、210-214
⑪その他
（１）「猿害リスクの評価手法の開発」（登壇者）第1回保全生物学セミナー、2007年1月27日、於：徳島大学
（２）「森林利用の分布特性と管理主体に注目した森林管理放棄の要因分析」（登壇者）財団法人　八雲環境科
学振興財団研究発表会、2007年11月12日、於：岡山大学
（３）「小規模林家における森林管理放棄の特性分析」（登壇者）岡山理科大学　OUSフォーラム2007、2007年
11月22日、於：岡山プラザホテル
121
吉備国際大学政策マネジメント学部研究紀要投稿要領 
【1】投稿資格 
　　 本紀要への投稿は、原則として本学教員（教授、助教授、講師、助手）及びその関係者に限るが、紀要
　 委員会が認めた場合にはその限りではない。 
【2】紀要の発行など 
　　 原則として、投稿申し込みは各年度６月末、原稿提出は10月末日、紀要発行は翌年の３月とする。 
【3】掲載の採否・順序 
　　 掲載の採否・順序などは紀要委員会で決定する。 
【4】原稿の種類 
　　 原稿の種類は、総説、原著論文、資料、研究ノートとする。 
【5】原稿一般規定 
１．原　稿 
　　原稿は原則的に横書きとし（縦書きも可）、一般的なワードプロセッサやエディタによって作成する。 
　フロッピーディスクなどの電子媒体とハードコピー２部を提出する。著者は原稿のコピーを作成して手元
　に保管する。 
２．使用言語　 
　　使用言語は、日本語ならびに英語とする。 
３．分　量 
　　原則として、図表を含A４版約８ページ以内（日本語で400字詰め原稿用紙で約40枚程度）とする。 
４．スタイル 
　１）原稿１ページ目に表題、著者名、著者の所属（共著の場合は各著者に番号や記号を付け、責任者名の
　　右肩にアスタリスク「＊」をつける。）キーワード（５語以内）を記す。いずれも欧文を付ける。 
　２）原稿末尾には欧文要約（300語以内）をつける。表題、著者名、所属、研究目的・方法及び結果を理
　　解できる内容とする。要約はダブルスペースで作成し、イタリック、ゴシック、ギリシア文字等には下
　　線を付す。 
　３）外国人や外国地名はよく知られたもののほかは、初出の箇所にその原綴りをかっこに入れて記す。 
　４）節、項には算用数字を用いて、それぞれ１．（１）のように記す。 
　５）計量単位は、原則として国際単位系（SI）を用い、必ず半角で記述する。 
　６）数を表示する場合は、原則として算用数字を用い、半角で記述する。箇条書き番号も同様にする。 
　７）西暦以外の年号を使用する場合は、昭和５年（1930年）のように表記する。 
　８）注（註）が必要な場合には本文中の該当箇所右肩に（１）、（２）…のように順を記し、本文、謝辞の
　　後、参考文献の項目の前に一括掲載する。 
　９）図版および写真は、そのまま製版可能なように作成し、通し番号をつけキャプションをつける。通
　　常、図版と写真は図として取扱い、キャプションは図の左下からはじめる。画像ファイルの場合、刷り
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　　上がりを考慮して、適当な大きさに著者側で調整する。写真は、ネガのみでなく、ポジも同時に提出す
　　る。カラー図版を使用する場合、費用は著者が負担する。 
　10）表は、そのまま製版可能なように作成し、通し番号をつけ、キャプションは表の左上からはじめる。 
　　表は直接本文中に挿入しておいてもよい。 
　11）引用・参考文献の表記は、各分野のスタイルを尊重する。注（註）以外に引用・参考文献表を置く場
　　合、著者アルファベット順、同一著者の場合には刊行年順に〔１〕，〔２〕……のように順を記して、本
　　文、謝辞の後、欧文要約の前に置く。 
５．校　正 
　　原則として投稿論文の校正は筆者に依頼する。報告書の校正については、担当者に依頼することもあ
　る。校正は、紀要委員会で定めた期日までに必ず返却する。 
６．別刷り 
　　執筆者には、紀要誌２部、別刷り30部を贈呈する。30部を超える分については、執筆者の実費とする。 
７．著作権 
　　投稿された論文の著作権は著作者が有する。 
　　著作権者は該当論文が「吉備国際大学政策マネジメント学部研究紀要」に掲載され、発行・頒布される
　ことを許諾したものとする。なお、これには「吉備国際大学政策マネジメント学部研究紀要」として電子
　化し、公開することを含めるものとする。 
 
　　　　附　則　　この投稿要領は平成16年４月１日より施行する。 
　　　　附　則　　この改訂投稿要領は平成17年４月１日より施行する。 
